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①ゆとりのある運転を

時間に余裕を持って出発しましょう。

疲れを感じる前に休憩を取りましょう。

③バイクの事故防止

カーブの手前で安全な速度に

減速しましょう。

被害を軽減するためのプロテクター

などを着用しましょう。

②スピードダウンと安全確認

スピードの出し過ぎは重大事故につながり

ます。

特に住宅街ではゆっくり運転しましょう。

交差点では確実な安全確認を！

☔短時間豪雨の恐れがあるときは運転を控える☔

１時間に５０ミリ以上の降雨量となるいわゆる短時間豪雨のときは、

「車の運転は危険」 と言われています。

天気予報などで気象情報をチェックし、短時間豪雨のおそれがある

ときは不要不急の運転はできるだけ控えるようにしましょう。

☔道路冠水の危険がある場所の走行は避ける☔

豪雨時は立体交差点や高架下などのアンダーパスや、すり鉢

状にくぼんでいる道路などは、冠水の危険が大きくなります。

このような場所を走行するのは避けましょう。

事故のない楽しい夏

を過ごしましょう🍉

夏の行楽期は、多くの車で混雑します。

楽しいひとときが悲しい一瞬にならないよう、安全運転を心掛けましょう。


